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歌
か
ら
読
む
『
古
事
記
』
の
成
り
立
ち

　
「
古
事
記
、
分
か
っ
た
り
！
」

　

読
み
終
え
て
、
こ
ん
な
鬨と
き

の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

歌
か
ら
『
古
事
記
』
を
読
み
解
く
。
歌
に
よ
っ
て
歴
史
を
伝
え
る
文
学

が
あ
る
。歌
か
ら
広
が
る
世
界
を
解
釈
す
る
こ
と
で
散
文
が
出
来
上
が
る
、

と
居
駒
氏
は
説
く
。

　

か
つ
て
系
譜
の
叙
述
か
ら
散
文
が
生
ま
れ
る
と
す
る
研
究
は
あ
っ
た
。

し
か
し
歌
か
ら
散
文
の
生
成
を
説
く
研
究
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
居
駒

氏
の
方
法
論
の
斬
新
さ
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
著
者
は
、「
歌
の
叙
事
」（
歌
に
読
み
こ
ま
れ
た
事
件
や
歴
史
）

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
し
て
き
た
（『
古
代
の
歌
と
叙

事
文
芸
史
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）。

　

そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
本
書
で
は
「
歌
の
叙
事
」
と
い
う
観
点
か
ら

『
古
事
記
』
の
成
立
過
程
を
段
階
的
に
説
明
す
る
。
ま
ず
歌
舞
に
よ
っ
て

宮
廷
史
を
伝
え
る
歴
史
叙
述
が
楽
府
等
に
あ
っ
た
。
そ
の
一
部
が
歌
曲
名

を
も
つ
歌
と
し
て
伝
わ
り
、『
古
事
記
』
も
こ
の
種
の
資
料
を
基
に
し
て

い
る
。宮
廷
歌
舞
で
使
用
さ
れ
た
歌
は
、宮
廷
史
を
伝
え
る
歌
な
の
で「
歌

の
叙
事
」
を
有
す
る
。
そ
の
「
歌
の
叙
事
」
を
理
解
・
解
釈
す
る
作
業
を

経
て
、
歌
を
中
心
と
し
た
散
文
（
歴
史
叙
述
）
が
出
来
上
が
る
。
こ
の
歴

史
叙
述
が
、『
古
事
記
』
の
主
題
で
あ
る
日
継
の
絶
対
性
と
正
統
性
と
を

語
る
「
日
継
の
物
語
」
と
一
体
化
し
て
『
古
事
記
』
の
文
体
が
成
立
し
た
、

と
い
う
。
こ
れ
を
天
武
朝
の
原
『
古
事
記
』
と
想
定
す
る
。
最
終
的
に
太

安
万
侶
が
、一
字
一
音
表
記
の
歌
と
和
文
体
の
散
文
と
を
整
え
た
と
み
る
。

以
上
、
本
書
の
主
旨
は
、
第
五
章
２
「『
古
事
記
』
の
文
体
─
〔
歌
と
散
文
〕

の
叙
述
法
」
及
び
同
３
「
古
事
記
の
成
立
─
［
歌
と
散
文
］
の
表
現
史
」

に
お
い
て
明
確
に
な
る
。
以
下
、
本
書
の
概
要
を
述
べ
る
。

　

第
一
章
「
主
題
と
研
究
方
法
」
で
は
、
研
究
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
宮

廷
歌
舞
に
伝
わ
る
「
歌
の
叙
事
」
と
い
う
見
方
の
有
効
性
を
説
く
。

　

第
二
章
「『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
歌
と
そ
の
表
現
」
で
は
、
宮
廷

歌
謡
が
出
現
す
る
背
景
を
想
定
し
、「
宮
廷
・
官
人
と
庶
民
と
の
あ
い
だ

を
交
流
す
る
」
歌
謡
の
生
態
を
述
べ
る
。
民
間
の
歌
垣
と
官
人
と
が
交
流

〔
書
評
〕

居
駒
永
幸
著

『
古
事
記
の
成
立　
［
歌
と
散
文
］
の
表
現
史
』

飯
泉
健
司
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す
る
中
で
、歌
垣
的
な
発
想
を
も
つ
短
歌
体
和
歌
が
生
成
す
る
等（
３
節
）、

宮
廷
歌
謡
は
複
数
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
（
異
同
、
異
伝
等
）
を
も
つ
よ
う
に

な
る
（
２
節
）。
蟹
の
歌
や
巨
樹
説
話
も
宮
廷
と
地
方
と
の
交
流
が
影
響

し
て
い
る
（
４
節
・
５
節
）。

　

第
三
章
「『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
風
土
記
』
の
歌
と
散
文
叙
述
」

で
は
、
記
紀
風
土
記
の
各
書
に
お
け
る
主
題
と
歌
・
散
文
と
の
関
わ
り
を

分
析
す
る
。『
古
事
記
』
は
日
継
ぎ
の
権
威
を
表
す
た
め
に
歌
と
散
文
を

用
い（
２
節
）、『
日
本
書
紀
』は
神
話
の
現
出
と
、宮
廷
歌
舞
に
よ
る「
嗣
」

（
ヒ
ツ
ギ
。
皇
位
継
承
）
の
歴
史
叙
述
の
た
め
に
「
歌
の
叙
事
」
を
用
い

る
（
４
節
）。『
丹
後
国
風
土
記
』
は
、
養
老
期
の
文
学
的
環
境
が
生
み
出

し
た
、
漢
文
体
の
説
話
に
追
和
歌
を
加
え
る
と
い
う
新
た
な
詠
出
方
法
を

用
い
て
浦
島
子
を
描
く
（
５
節
）。

　

第
四
章
「『
古
事
記
』［
歌
と
散
文
］
の
表
現
空
間
」
で
は
、
宮
廷
歌
曲

の「
歌
の
叙
事
」が
、「
日
継
物
語
」と
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
歌
の
叙
事
」
が
増
殖
す
る
こ
と
を
論
じ
る
。
宮
廷
史
の
歴
史
叙
述
と
皇

位
継
承
の
日
継
物
語
と
が
二
重
構
造
と
な
っ
て
「
歌
の
叙
事
」
を
増
殖
さ

せ
る
。
こ
れ
を
私
な
り
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、『
古
事
記
』
に
は
、
歌
が

生
み
出
す
文
脈
と
、
天
皇
家
の
正
統
性
を
語
る
散
文
脈
と
が
あ
り
、
さ
ら

に
こ
の
両
者
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
三
の
文
脈
が
立
ち
現
れ

る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
複
数
の
行
間
も
生
ま
れ
る
。
そ
れ
が
『
古
事
記
』

の
表
現
空
間
を
広
げ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
だ
と
読
ん
だ
。

　

第
五
章
「『
古
事
記
』［
歌
と
散
文
］
の
文
体
と
成
立
」
で
は
、
宮
廷
歌

曲
が
、
原
『
古
事
記
』
の
記
述
と
な
る
ま
で
の
経
緯
を
想
定
す
る
。『
古

事
記
』
の
文
体
が
成
立
す
る
過
程
で
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
、
第
五
章
に

お
い
て
、
本
書
の
到
達
点
が
明
確
に
さ
れ
る
。
こ
こ
に
い
た
り
『
古
事
記
』

の
文
章
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
成
り
立
ち
、
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
て

い
た
の
か
が
解
き
明
か
さ
れ
る
。『
古
事
記
』
の
文
体
と
い
う
内
部
情
報

か
ら
成
立
過
程
が
浮
き
彫
り
に
な
る
く
だ
り
は
、
圧
巻
で
あ
っ
た
。

　

本
書
に
お
け
る
一
番
の
成
果
は
表
現
史
的
に
『
古
事
記
』
の
成
立
を
考

察
し
た
点
に
あ
る
。

　

従
来
『
古
事
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
外
部
資
料
に
頼
っ
て
き
た
。
①

『
古
事
記
』
序
文
、
②
『
日
本
書
紀
』
天
武
一
〇
年
三
月
条
の
「
帝
紀
及

び
上
古
の
諸
事
」
と
い
う
記
載
、
③
『
弘
仁
私
記
』
序
に
太
安
万
侶
が
『
日

本
書
紀
』
編
纂
に
関
わ
っ
た
と
す
る
記
述
等
を
中
心
に
論
じ
る
傾
向
に

あ
っ
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
な
が
ら
こ
れ
ら
の
資
料
は
、『
古
事
記
』
序

文
も
含
め
、『
古
事
記
』
本
文
に
記
載
さ
れ
た
内
容
で
は
な
い
。『
古
事
記
』

序
文
に
記
さ
れ
た
「
帝
紀
」、「
旧
辞
」、「
稗
田
阿
礼
」、「
太
安
万
侶
」、「
天

武
天
皇
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
手
が
か
り
に
『
古
事
記
』
本
文
の
成

立
は
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　

そ
の
意
味
で
、『
古
事
記
』
本
文
内
部
の
文
体
か
ら
『
古
事
記
』
の
成
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立
を
論
じ
る
本
書
は
画
期
的
な
研
究
と
い
え
る
。
居
駒
氏
の
成
立
論
は
序

文
に
記
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
韻
文
と

散
文
と
が
融
合
し
た
『
古
事
記
』
の
よ
う
な
文
体
の
歴
史
叙
述
は
、
僅
か

に
中
国
史
書
（『
史
記
』）
に
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
八
世
紀
初
頭
の
東
ア

ジ
ア
の
歴
史
書
に
お
い
て
は
異
例
の
存
在
で
あ
り
、『
古
事
記
』
が
「
考

案
し
た
文
体
」
で
あ
っ
た
（
362
頁
）
と
す
る
。

　
『
古
事
記
』
の
本
文
自
体
の
分
析
に
よ
る
成
立
論
は
、
今
後
、
新
た
な

切
り
口
を
拓
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

成
立
を
解
き
明
か
す
鍵
は
『
古
事
記
』
の
文
体
に
あ
っ
た
。
身
近
な
と

こ
ろ
に
鍵
は
隠
れ
て
い
た
。

　
　
「
し
て
や
っ
た
り
！
」

居
駒
氏
は
、
そ
ん
な
気
分
な
の
で
は
な
い
か
。
稗
田
阿
礼
・
太
安
万
侶
が

著
者
に
憑
依
し
た
か
の
よ
う
な
言
い
回
し
が
、
本
書
の
文
章
の
端
々
に
散

見
す
る
。
例
え
ば
285
頁
に
、

　

 　
『
古
事
記
』
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
私
た
ち
の
視
点
は
、
本
文
の
細

部
に
わ
た
る
こ
の
作
業
か
ら
始
ま
る
。

と
記
す
。
こ
の
「
私
た
ち
の
視
点
」
に
、
我
以
外
の
モ
ノ
が
憑
依
し
た
眼

差
し
を
感
じ
て
し
ま
う
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。私
は
こ
の
手
の
文
に
、

書
き
手
だ
け
が
味
わ
え
る
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
感
じ
る
。『
徒
然
草
』
が
い

う
「
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
」
と
い
っ
た
気
分
を
で
あ
る
。

　

本
書
は
土
橋
寛
の
独
立
歌
謡
論
を
否
定
す
る
。
散
文
に
民
間
歌
謡
を
嵌

め
こ
ん
だ
と
す
る
見
方
で
あ
る
。
か
つ
て
は
一
世
を
風
靡
し
た
論
で
あ
っ

た
が
、
本
書
を
読
む
と
独
立
歌
謡
論
に
空
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
。「
歌

の
叙
事
」
と
い
う
見
方
が
自
明
で
あ
る
か
の
よ
う
な
迫
力
が
、
読
者
を
圧

倒
す
る
。

　

居
駒
氏
は
永
年
南
島
歌
謡
を
調
査
し
て
き
た
（『
歌
の
原
初
へ
─
宮
古

島
狩
俣
の
神
歌
と
神
話
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
四
年
四
月
）。「
歌
の
叙
事
」

の
ヒ
ン
ト
は
南
島
歌
謡
に
あ
る
（
前
掲
『
古
代
の
歌
と
叙
事
文
芸
史
』）。

ま
た
三
人
称
と
一
人
称
と
が
混
在
す
る
の
は
人
物
を
現
前
さ
せ
る
表
現
方

法
で
あ
る
と
し
、
そ
の
典
型
例
を
南
島
歌
謡
に
求
め
る
（
本
書
第
二
章
６

「
歌
謡
の
人
称
の
仕
組
み
」）。
南
島
歌
謡
研
究
の
成
果
に
基
づ
く
好
論
が

多
々
あ
る
。
南
島
歌
謡
を
糸
口
と
し
た
研
究
ス
タ
イ
ル
か
ら
す
れ
ば
、
居

駒
氏
は
独
立
歌
謡
論
に
与
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
氏
は
独
立
歌
謡
論
を
否
定
す
る
。
そ
れ
は
、
民
俗

と
文
学
と
を
峻
別
す
る
文
学
者
の
良
識
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
古
事

記
』
の
表
現
・
文
体
に
限
定
し
て
、
言
え
る
こ
と
だ
け
を
言
う
。
必
要
以

上
に
民
俗
に
は
頼
ら
な
い
。
そ
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
良
識
が
『
古
事
記
』
の

文
体
の
成
立
を
見
つ
け
出
す
こ
と
に
な
る
。
文
字
に
書
か
れ
た
記
載
歌
謡

と
い
う
限
定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
は
歌
謡
に
お
け
る
一
字
一

音
表
記
や
散
文
部
の
表
現
を
読
み
解
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
随
所
で
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記
さ
れ
る
詳
細
な
語
釈
か
ら
導
か
れ
た
表
現
・
文
体
の
理
解
は
、
質
の
良

い
注
釈
で
も
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
、
続
編
と
な
る
古
事
記
歌
謡
の
注
釈
書

に
生
か
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

繰
り
返
す
が
、
居
駒
論
の
核
と
な
る
「
歌
の
叙
事
」
を
発
見
す
る
き
っ

か
け
は
、
沖
縄
県
宮
古
島
を
中
心
と
す
る
南
島
歌
謡
の
調
査
。
た
だ
し
本

人
曰
く
、「
歌
の
叙
事
」
の
ヒ
ン
ト
は
折
口
信
夫
の
「
大
歌
」（
宮
廷
詩
）

論
に
あ
る
と
記
す（
22
頁
及
び「
あ
と
が
き
」等
）。そ
の
点
で
居
駒
氏
は
、

國
學
院
大
學
の
民
俗
学
的
な
研
究
を
継
承
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
國
學
院
の
伝
統
を
受
け
つ
つ
も
、
歌
の
叙
事
と
い
う
観
点
か

ら
『
古
事
記
』
の
成
立
を
解
明
し
た
功
績
は
、
独
自
の
方
法
論
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
る
。

（
Ａ
５
版
上
製
、
四
四
〇
頁
、
花
鳥
社
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
発
行
、
定

価
一
二
〇
〇
〇
円
＋
税
）


